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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究では、新規微生物学的チオ尿素リーチング法が電子廃棄物からの Au 浸出に効果的であること、

さらに、PCBs 浸出液等の酸性 Au 含有溶液からの Au バイオナノ粒子生成法の有効性を示した。これによ

り、これまでに前例のない代替法による、PCBs からの Au リサイクルの可能性を明らかにした。これら一連

の知見は資源循環工学上寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位に値する

ものであると認める。 


